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令和６年９月30日現在
会員数：789名

　　男性621名 女性166名
未回答 ２名

シルバーフェアシルバーフェア

令和 6年 10月３日（金）・４日（土）令和 6年 10月３日（金）・４日（土）

芙蓉園文化祭同時開催

シニア歌声広場シニア歌声広場

ファッションショーの様子ファッションショーの様子

バザー会場バザー会場
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私
の
故
郷
は
上
越
市
で
新
潟
県
の
南

西
部
に
な
り
ま
す
。
平
成
の
大
合
併
で

大
き
く
な
り
ま
し
た
が
、
私
の
生
ま
れ

た
と
こ
ろ
は
高
田
市
で
、
１
９
７
１
年

に
直
江
津
市
と
合
併
し
て
上
越
市
に
な

り
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
今
回
紹
介

す
る
の
は
旧
高
田
・
直
江
津
地
区
と
な

り
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、「
こ
の
下
に
高
田
あ
り
」

と
高
札
が
立
て
ら
れ
た
ほ
ど
の
豪
雪
地

帯
で
し
た
の
で
、
冬
期
で
も
人
々
が
往

来
で
き
る
よ
う
に
家
の
前
に
張
り
出
し

た
庇ひ

さ
し「
雁が

ん

木ぎ

」が
総
延
長
15
㎞
を
超
え
て

連
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
私
の
実

家
に
も
雁
木
が
あ
り
ま
す
。
雁
木
は
皆

で
少
し
ず
つ
私
有
地
・
私
有
物
を
供
出

し
て
生
活
の
便
を
は
か
っ
た
雪
国
の
知

恵
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
雪
に
関
連
し
て
金か

な

谷や

山さ
ん

と
い
う
裏
山

に
日
本
ス
キ
ー
発
祥
の
碑
が
あ
り
ま

す
。
明
治
44
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ

ン
ガ
リ
ー
帝
国
軍
人
の
レ
ル
ヒ
少
佐
が

当
時
の
高
田
に
あ
っ
た
歩
兵
13
師
団
の

軍
人
に
ス
キ
ー
の
技
術
を
教
え
た
と

の
こ
と
で
す
。
日
本
の
ス
キ
ー
の
始

ま
り
は
雪
国
の
軍
事
技
術
だ
っ
た
の

で
す
ね
。

　
上
越
市
の
あ
る
頸く

び

城き

平
野
は
日
本
有

数
の
コ
メ
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
、
酒
の
お

い
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
私
の

お
勧
め
は
日
本
酒「
雪せ

っ

中ち
ゅ
う

梅ば
い

」、ワ
イ
ン

「
岩
の
原
ワ
イ
ン
深み

雪ゆ
き

花ば
な

」で
す
。
最
近

は
お
隣
の
妙
高
市
の
新
井
ビ
ー
ル
を
加

え
て
酒
蔵
巡
り
の「
越
後
バ
ッ
カ
ス
街

道
」と
し
て
喧
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。
車

で
行
く
と
き
は
下
戸
の
方
を
運
転
手
に

加
え
て
く
だ
さ
い
。

　
観
光
と
し
て
お
す
す
め
な
の
は
高
田

城
址
公
園
で
４
月
中
旬
に
開
催
さ
れ
る

観
桜
会
で
す
。
特
に
夜
桜
は
三
大
夜
桜

の
ひ
と
つ
と
か
。
こ
の
時
期
に
行
か
れ

た
方
は
上
杉
謙
信
の
居
城
と
し
て
有
名

な
春
日
山
城
址
に
足
を
延
ば
す
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
山
頂
か
ら
は
雪
の
妙

高
山
、
日
本
海
の
む
こ
う
に
佐
渡
島
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
足
元
に
は

可
憐
な
カ
タ
ク
リ
の
花
を
み
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
一
寸
し
た
自
慢
話（
？
）を
一
つ
し
て

終
わ
り
ま
す
。
私
の
卒
業
し
た
高
田
高

校
は
旧
制
高
田
中
学
の
時
代
か
ら
数
え

て
今
年
、
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

全
国
で
も
名
前
が
変
わ
る
こ
と
な
く

１
５
０
年
を
迎
え
る
の
は
珍
し
い
と
の

こ
と
。
そ
し
て
、
戦
後
の
学
制
改
革
の

時
代
に
奮
闘
さ
れ
た
名
校
長
・
小
和
田

毅
夫
氏
の
お
孫
さ
ん
が
現
皇
后
の
雅
子

様
に
な
り
ま
す
。

私
の
ふ
る
さ
と
紹
介

秋
津
・
香
澄
地
区　

佐
竹　

正
実

ー
新
潟
県
・
上
越
市
ー

▲　雪の朝の通学
（卒業アルバムから）

▲　城址公園の夜桜

上越市上越市
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令
和
6
年
7
月
23
日（
火
）午
前
10
時
～

午
後
4
時
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
津
田
沼
店

様
の
ご
協
力（
６
Ｆ
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

提
供
）の
も
と
、
株
式
会
社
カ
ー
ブ
ス
ジ
ャ

パ
ン
と
連
携
し
て
健
康
増
進
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

セ
ン
タ
ー
の
事
業
計
画
に
基
づ
く
も
の

で
、昨
年
度
に
続
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
会
員
の
み
を
対
象
と
い
た
し

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
一
般
の
方
々
も
対

象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
20
名
の
市
民
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
来
場
者
の
声

　

チ
ラ
シ
を
み
て
参
加
さ
れ
た
と
い
う
ご

夫
婦
、
楽
し
そ
う
に『
健
康
チ
ェ
ッ
ク
』を

し
て
い
ま
し
た
。

○
日
頃
か
ら
家
庭
菜
園
を
し
て
、
身
体
を

動
か
し
て
い
た
ご
主
人
が
、「
自
分
は

こ
ん
な
も
の
か
な
」と
、
思
っ
て
い
た

と
お
り
の
結
果
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

○
奥
様
は
ち
ょ
っ
と
シ
ョ
ッ
ク
な
結
果

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
運
動
不
足
を
感

じ「
早
速
何
か
を
始
め
な
い
と•••

」と
、

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

○
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
町
か
ど
の
掲
示
板

を
み
て
知
り
ま
し
た
。
十
数
年
前
に
心

筋
梗
塞
に
な
り
、
健
康
に
気
を
つ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
30~

40

分
の
散
歩
を
し
た
り
、
食
事
に
気
を
つ

け
た
り
、
家
に
こ
も
ら
な
い
よ
う
機
会

を
見
つ
け
て
は
、
外
に
出
た
り
し
て
、

普
段
か
ら
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

○
普
段
は
、
体
操
教
室
に
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
催
し
物
が
あ
る
と
、

気
軽
に
参
加
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

健康増進健康増進
イベントイベント

（
取
材
後
記
）

　

今
の
自
分
を
維
持
し
て
い
く
為
に
、
か

ら
だ
の
中
を
チ
ェ
ッ
ク
!　

時
間
が
出
来

た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
健
康
の
為
に
少
し
の

意
欲
と
お
金
と
時
間
を
使
っ
て　

自
分
ら

し
く
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
!

担
当
：
広
報
部
会　

正
化
、吉
澤
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入
会
説
明
会（
定
例 

月
３
回
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～

　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
令
和
６
年
11
月
12
日（
火
）

　
午
後
２
時
～

　
『
プ
ラ
ッ
ツ
習
志
野
北
館
１
階
集
会
室
３
』

　
令
和
６
年
12
月
19
日（
木
）

　
午
後
２
時
～

　
『
谷
津
公
民
館
２
階
研
修
室
』

就
業
相
談（
予
約
制
、会
員
限
定
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
後
１
時
～（
30
分
単
位
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

刃
物
研
ぎ
作
業

　
毎
月
５
日
、12
日
、20
日  

午
前
９
時
～

　
袖
ケ
浦
作
業
所

　
毎
月
第
４
木
曜
日　
午
前
９
時
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
仕
事
納
め　
令
和
6
年
12
月
27
日（
金
）

　
仕
事
始
め　
令
和
７
年
１
月
６
日（
月
）

　
※
大
型
連
休
と
な
り
ま
す
の
で
、お
手

　
数
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
。（事

務
局
）

行
事
予
定

　市制70周年を迎え習志野市
は将来どんな街になるのでし
ょうか。
人口17万５千人の文教都市憲
章の、
・青い空と、つややかな緑をま
もる
・若さを失わない
・暖かい生活環境を整え
・住みよいまち
・教育に力をそそぎ
・すぐれた文化をはぐくむ調和
のとれたまち
　このまちづくりで重要なす
き間作業に、これまで以上にシ
ルバー世代が一役買うことに
なるのではと考えます。
　イメージとして、例えばわ
が子を就職させたい会社ある
いは仕事かを考えるのと同じ
ように、住居地として習志野
市を自信を持って勧めること
ができるかでしょう。筆者の
観点ですが、習志野市は3S（ス
テーション・駅、ショッピング・
商業施設、スクール・学校）を
軸に1H（ホスピタル・病院）、
1G（グリーン・自然）、1S（セフ
ティ・安心）が整えられつつあ
ると考えます。市民それぞれ
が自分のライフスタイルにマ
ッチさせ優先順位をその都度
組み替えて豊かな生活を長く
楽しむことができる街だと言
えるでしょう。それに志を高
くして寄与できるのはシルバ
ー世代で、センターにはその
ステージが用意されています。

広報部会

集 記編 後

出
張
入
会
説
明
会（
不
定
期
）

事
務
局
営
業
日（
年
末
年
始
）

支援要望活動支援要望活動
　令和６年９月19日（木）、行方会長、市村副会長、
内海常務理事が習志野市長宮本泰介様、市議会議
長佐々木秀一様と面談し、公益社団法人全国シル
バー人材センター事業協会からの【決議文】を基
に「シルバー人材センターへの支援要望活動」を
行いました。

習志野市長 宮本泰介様と面談

市議会議長 佐々木秀一様と面談


